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我々は若いパルサーを探索するため、いくつかの超新星残骸をASCAで観測した。データ解析の結果、G11.2–0.3
のシェルの内部に周期∼65 msのX線パルサーを発見した (Torii et al. 1997)。また、GingaによってRCW 103
を含む領域から∼ 69 msのパルスが報告されていた (Aoki et al. 1992)が、これはシェルの中心部の点源からで
はなく、約 7分角北側にある別のソースからであることが分かった (Torii et al. 1998)。これらのパルサーの放射
は軟X線領域では超新星残骸のシェルからの熱的放射のために観測が困難であり、ASCAの 2keV以上のエネル
ギー領域での撮像能力を生かした結果である。
G11.2–0.3内部のパルサーはその位置から超新星残骸と同一起源であると考えて良く、今後の観測により特性
年齢を決定し、歴史的な記述がある西暦 386年の超新星の残骸であるか同定したい。
RCW 103の北側のパルサーは、Gingaの観測結果と合わせて周期の変化率 (Ṗ = 1.4× 10−13 s s−1)を決定で
きた。超新星残骸と同一起源とすると、中性子星は比較的大きなキック速度 (∼ 800 km/s)で飛び出したことに
なる。しかし、これは若い電波パルサーの速度分布 (Lyne & Lorimer 1994)と矛盾するものではない。
理論的には Ia型以外の超新星爆発では高い割合で中性子星が形成されると考えられるが、観測的にはCrab pulsar,

PSR B1509-58など、若い超新星残骸と関連した中性子星 (パルサー)に関しては少数の観測例しか知られていな
かった。従って、ASCAによるこれらの発見は期待通りの結果である。年会では各々の天体の観測結果の詳細を
報告する。


